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(57)【要約】
【課題】バスバーを締結する工具または部品が、隣接す
る電極端子とショートを起こすことを防止することがで
きるバッテリモジュールを提供すること。
【解決手段】本発明にかかるバッテリモジュールは、電
極端子を備え一方向に配列された複数のバッテリセルと
、前記複数のバッテリセルのいずれか１つのバッテリセ
ルの電極端子およびそれに隣接する他のバッテリセルの
電極端子に締結されるバスバーと、前記バスバーによっ
て電気的に接続された複数のバッテリセルを収容するハ
ウジングとを含むが、前記複数のバッテリセルの一部は
、バッテリセルの積層方向に垂直な方向にずれて配置さ
れる。そして複数のバッテリセル各々の側面には空間部
が形成され、空間部には、スペーサをさらに含むことが
できる。このような構成によりバッテリモジュールの安
全性を向上させるだけでなく、バッテリモジュールをよ
りスリムに実現することができ、作業性を向上させるこ
とができる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１方向に積層された複数のバッテリセルと、
　前記バッテリセルの一部が前記第１方向に垂直な第２方向にずれて配置されて（ａｌｔ
ｅｒｎａｔｅｌｙ　ｏｆｆｓｅｔ）いることを特徴とするバッテリモジュール。
【請求項２】
　前記各バッテリセルは、電極端子を含み、前記電極端子は、隣接する電極端子とバスバ
ーを介して電気的に接続され、
　前記バスバーは、前記第１方向に対して一定角度で傾斜して延びていることを特徴とす
る請求項１に記載のバッテリモジュール。
【請求項３】
　前記角度は、約３０度から約６０度であることを特徴とする請求項２に記載のバッテリ
モジュール。
【請求項４】
　前記バッテリセルは、前記第１方向に沿ってジグザグ状にずれて配置されていることを
特徴とする請求項１に記載のバッテリモジュール。
【請求項５】
　前記各バッテリセルは、複数の電極端子を含み、前記電極端子は、第２方向にずれて配
置されていることを特徴とする請求項１に記載のバッテリモジュール。
【請求項６】
　前記電極端子は、第１方向に沿ってジグザグ状にずれて配置されていることを特徴とす
る請求項５に記載のバッテリモジュール。
【請求項７】
　前記ずれて配置されているバッテリセルは、交互するバッテリセルの間で規則的に離隔
している空間部を形成することを特徴とする請求項１に記載のバッテリモジュール。
【請求項８】
　少なくとも１つのスペーサをさらに含み、前記少なくとも１つのスペーサは、前記バッ
テリセル間の空間部のいずれか１箇所に配置されていることを特徴とする請求項７に記載
のバッテリモジュール。
【請求項９】
　前記少なくとも１つのスペーサの大きさと形は、前記バッテリセル間の空間部の大きさ
と形に対応することを特徴とする請求項８に記載のバッテリモジュール。
【請求項１０】
　バッテリセル間の規則的に離隔した空間部を形成するために、第１方向に沿って積層さ
れた複数のバッテリセルと、
　前記バッテリセルを収容するバッテリモジュールハウジングとを含むが、
　前記バッテリモジュールハウジングは、エンドプレートと、サイドブラケットおよびボ
トムブラケットとを含み、前記エンドプレートを連結する連結部材を含み、
　前記バッテリセルは、前記第１方向に垂直な第２方向にずれて配置されていることを特
徴とするバッテリモジュール。
【請求項１１】
　少なくとも１つのスペーサをさらに含み、前記少なくとも１つのスペーサは、前記バッ
テリセル間の空間部のいずれか１箇所に配置されていることを特徴とする請求項１０に記
載のバッテリモジュール。
【請求項１２】
　前記連結部材は、前記エンドプレートの両側面で互いに対向する一対のサイドブラケッ
トを含み、
　前記バッテリモジュールは、交互に配列された形態で、前記両サイドブラケット上に複
数のスペーサを含むが、
　前記一側のサイドブラケット上のスペーサは、第１方向において他側のサイドブラケッ
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ト上のスペーサに対してジグザグに（ｓｔａｇｇｅｒ）配置されていることを特徴とする
請求項１１に記載のバッテリモジュール。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つのスペーサは、前記サイドブラケットと一体に形成されていること
を特徴とする請求項１１に記載のバッテリモジュール。
【請求項１４】
　前記連結部材は、前記エンドプレートと一体に形成されていることを特徴とする請求項
１１に記載のバッテリモジュール。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのスペーサは、前記連結部材と一体に形成されていることを特徴と
する請求項１４に記載のバッテリモジュール。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つのスペーサの大きさと形は、前記バッテリセル間の空間部の大きさ
と形に対応することを特徴とする請求項１１に記載のバッテリモジュール。
【請求項１７】
　前記各バッテリセルは、電極端子を含み、前記電極端子は、隣接する電極端子とバスバ
ーを介して電気的に接続され、
　前記バスバーは、前記第１方向に対して一定角度で傾斜して延びていることを特徴とす
る請求項１０に記載のバッテリモジュール。
【請求項１８】
　前記角度は、約３０度から約６０度であることを特徴とする請求項１０に記載のバッテ
リモジュール。
【請求項１９】
　前記バッテリセルは、前記第１方向に沿ってジグザグ状にずれて配置されていることを
特徴とする請求項１０に記載のバッテリモジュール。
【請求項２０】
　前記各バッテリセルは、複数の電極端子を含み、前記電極端子は、第２方向に互いにず
れて配置されていることを特徴とする請求項１０に記載のバッテリモジュール。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バッテリモジュールに関し、より具体的には、安全性および作業性を向上さ
せることができるバッテリモジュールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常、バッテリセルは、モバイル機器、電気自動車、ハイブリッド自動車、電気などの
エネルギー源として使用され、適用される外部機器の種類に応じて多様にその形態を変化
させて使用する。
【０００３】
　携帯電話のような小型モバイル機器は、単一バッテリセルの出力と容量で所定時間の間
作動が可能である。しかし、電力消耗が多い電気自動車、ハイブリッド自動車のように、
長時間駆動、高電力駆動が必要な場合には、出力および容量を増加させることができるよ
うにバッテリセルを構成しなければならない。すなわち、複数のバッテリセルを電気的に
接続して大容量のバッテリモジュールを構成する。このようなバッテリモジュールは、内
蔵されたバッテリセルの個数に応じて出力電圧または出力電流を増加させることができる
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、複数のバッテリセルをジグザグ状に配列することにより、電極端子にバスバ



(4) JP 2012-156131 A 2012.8.16

10

20

30

40

50

ーを締結する作業時、バスバーを締結する工具または部品が、隣接する電極端子と接触す
ることを防止することができる。これにより、工具または部品が、隣接する電極端子とシ
ョート（ｓｈｏｒｔ）を起こすことを防止することができるバッテリモジュールを提供す
ることを目的とする。
【０００５】
　また、本発明は、複数のバッテリセルをジグザグ状に配列することにより、隣接するバ
ッテリセルの電極端子間の間隔が拡大するようにすることができる。これにより、バスバ
ー締結作業を容易に行うことができるバッテリモジュールを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一実施形態にかかるバッテリモジュールは、第１方向に積層された複数のバッ
テリセルと、前記バッテリセルの一部が前記第１方向に垂直な第２方向にずれて配置され
て（ａｌｔｅｒｎａｔｅｌｙ　ｏｆｆｓｅｔ）いるバッテリモジュールを提供する。
【０００７】
　本発明において、前記各バッテリセルは、電極端子を含み、前記電極端子は、隣接する
電極端子とバスバーを介して電気的に接続され、前記バスバーは、前記第１方向に対して
一定角度で傾斜して延びている。
【０００８】
　本発明において、前記角度は、約３０度から約６０度である。
【０００９】
　本発明において、前記バッテリセルは、前記第１方向に沿ってジグザグ状にずれて配置
されている。
【００１０】
　本発明において、前記各バッテリセルは、複数の電極端子を含み、前記電極端子は、第
２方向にずれて配置されており、前記電極端子は、第１方向に沿ってジグザグ状にずれて
配置されている。
【００１１】
　本発明において、前記ずれて配置されているバッテリセルは、交互するバッテリセルの
間で規則的に離隔している空間部を形成する。
【００１２】
　本発明において、少なくとも１つのスペーサをさらに含み、前記少なくとも１つのスペ
ーサは、前記バッテリセル間の空間部のいずれか１箇所に配置されている。
【００１３】
　本発明において、前記少なくとも１つのスペーサの大きさと形は、前記バッテリセル間
の空間部の大きさと形に対応する。
【００１４】
　本発明の他の実施形態によれば、バッテリセル間の規則的に離隔した空間部を形成する
ために、第１方向に沿って積層された複数のバッテリセルと、前記バッテリセルを収容す
るバッテリモジュールハウジングとを含むが、前記バッテリモジュールハウジングは、エ
ンドプレートと、サイドブラケットおよびボトムブラケットとを含み、前記エンドプレー
トを連結する連結部材を含み、前記バッテリセルは、前記第１方向に垂直な第２方向にず
れて配置されているバッテリモジュールを提供する。
【００１５】
　本発明のさらに他の実施形態によれば、少なくとも１つのスペーサをさらに含み、前記
少なくとも１つのスペーサは、前記バッテリセル間の空間部のいずれか１箇所に配置され
ている。
【００１６】
　また、本発明において、前記連結部材は、前記エンドプレートの両側面で互いに対向す
る一対のサイドブラケットを含み、前記バッテリモジュールは、交互に配列された形態で
、前記両サイドブラケット上に複数のスペーサを含むが、前記一側のサイドブラケット上
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のスペーサは、第１方向において他側のサイドブラケット上のスペーサに対してジグザグ
に（ｓｔａｇｇｅｒ）配置される。
【００１７】
　本発明において、前記少なくとも１つのスペーサは、前記サイドブラケットと一体に形
成され、前記連結部材は、前記エンドプレートと一体に形成される。
【００１８】
　また、前記少なくとも１つのスペーサは、前記連結部材と一体に形成可能である。
【００１９】
　さらに、前記少なくとも１つのスペーサの大きさと形は、前記バッテリセル間の空間部
の大きさと形に対応する。
【００２０】
　本発明のさらに他の実施形態によれば、前記各バッテリセルは、電極端子を含み、前記
電極端子は、隣接する電極端子とバスバーを介して電気的に接続され、前記バスバーは、
前記第１方向に対して一定角度で傾斜して延びている。
【００２１】
　また、前記バッテリセルは、前記第１方向に沿ってジグザグ状にずれて配置されており
、さらに、前記各バッテリセルは、複数の電極端子を含み、前記電極端子は、第２方向に
互いにずれて配置されている。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、複数のバッテリセルをずらして配置するか、ジグザグ状に配列するこ
とにより、バスバーを締結する工具または部品が、隣接する電極端子に接触してショート
（ｓｈｏｒｔ）を起こすことを防止することにより、バッテリモジュールの安全性を向上
させることができる。
【００２３】
　また、本発明によれば、隣接するバッテリセルの電極端子間の間隔が拡大することによ
り、バッテリセル間の距離を縮小させることができることにより、バッテリモジュールを
よりスリムに実現することができ、作業性を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】一般的なバッテリモジュールの斜視図である。
【図２】本発明の第１実施形態にかかるバッテリモジュールの斜視図である。
【図３】本発明の第１実施形態にかかるバッテリモジュールの分解斜視図である。
【図４】図２を上部から眺めた平面図である。
【図５】本発明の第２実施形態にかかるバッテリモジュールの斜視図である。
【図６】本発明の第２実施形態にかかるバッテリモジュールの分解斜視図である。
【図７】本発明の第３実施形態にかかるバッテリモジュールの斜視図である。
【図８】本発明の第３実施形態にかかるバッテリモジュールの分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、添付した図面を参考にして、本発明の実施形態およびその他当業者が本発明の内
容を容易に理解するために必要な事項について詳細に記載する。ただし、本発明は、請求
の範囲に記載された範囲内で種々の異なる形態で実現可能であるため、下記に説明する実
施形態は、表現の如何にかかわらず、例示的なものにすぎない。
【００２６】
　本実施形態を説明するにあたり、係る公知の機能あるいは構成に関する具体的な説明が
本発明の要旨をあいまいにする可能性があると判断された場合、その詳細な説明は省略す
る。そして、図面において、同一の構成要素については、他の図面上に表示されても、で
きるだけ同一の参照番号および符号で表していることに留意しなければならない。これと
ともに、図面において、各層の厚さや大きさは、説明の便宜および明確性のために誇張さ
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れることがあり、実際の層の厚さや大きさとは異なることがある。
【００２７】
　図１は、一般的なバッテリモジュールの斜視図である。
【００２８】
　図１を参照すると、一般的なバッテリモジュール１００では、複数のバッテリセル１０
が一方向に配列される。そして、バッテリセル１０の上部に突出した正極端子１１および
負極端子１２にバスバー１５が挿入された後、ナット１６を締めて締結される。これによ
り、複数のバッテリセル１０は電気的に接続される。本発明の実施形態において、前記一
方向は、複数のバッテリセルが積層された第１方向とすることができる。また、以下で言
及する第２方向は、前記第１方向に垂直な方向と定義する。
【００２９】
　そして、両端部に位置するバッテリセル１０には、一対のエンドプレート１１０、１２
０が位置し、このような一対のエンドプレート１１０、１２０は連結部材によって締結さ
れ、複数のバッテリセル１０を加圧する。ここで、連結部材は、サイドブラケット１３０
とボトムブラケット１４０とから構成できる。そして、未説明符号１３はベントであり、
ベント１３は、バッテリセル１０の内部で発生した気体を外部に排出する役割を果たす。
【００３０】
　このように構成されたバッテリモジュール１００の正極端子１１および負極端子１２は
、交互にバッテリセル１０が配列された方向に沿って一列に位置する。このような構造の
バッテリモジュール１００は、いずれか１つのバッテリセル１０の正極端子１１と、それ
に隣接する他のバッテリセルの負極端子１２との間の間隔が非常に狭い。特に、バッテリ
セル１０の厚さが薄くなる場合、その間隔はより狭くなる。
【００３１】
　これにより、隣接するバッテリセル１０の電極端子の間にバスバー１５を締結する際に
用いられる工具または部品が、他のバッテリセル１０の電極端子に接触してショートが発
生することがある。
【００３２】
　このような現象を防止するために、バッテリセル１０間の間隔を拡大させたり増加させ
ることで安全性を確保する方法があるが、これは、バッテリモジュール１００の大きさを
大きくするという欠点があった。図２は、本発明の第１実施形態にかかるバッテリモジュ
ールの斜視図であり、図３は、本発明の第１実施形態にかかるバッテリモジュールの分解
斜視図である。
【００３３】
　図２および図３を参照すると、本発明の第１実施形態にかかるバッテリモジュール２０
０は、大容量のバッテリモジュールであって、複数のバッテリセル２０と、複数のバッテ
リセル２０を電気的に接続させるバスバー２５と、これらを収容するハウジング２１０、
２２０、２３０、２４０と、スペーサ５０とを含む。
【００３４】
　以下、実施形態では、バッテリセルとして角形バッテリセル２０が用いられる場合につ
いて説明する。
【００３５】
　まず、複数のバッテリセル２０は、一方向に配列されるが、積層される第１方向と垂直
な第２方向にずれて配置されている。例えば、バッテリセルは、第１方向に沿って積層さ
れ、第２方向にずれて配置されている。前記第２方向にずれて配置されることは、第２方
向にバッテリセルの一部が交互して突出して配置された形態を意味する。このとき、前記
第１方向からみたとき、本発明のバッテリセルは、ジグザグ状に配置されるものとするこ
とができる。これはまた、第２方向において交互にオフセットされた（ａｌｔｅｒｎａｔ
ｅｌｙ　ｏｆｆｓｅｔ）形態として説明することも可能である。このとき、複数のバッテ
リセル２０は、広い面が互いにジグザグに対向するように、底面と水平な方向にずれて配
列できる。そして、各々のバッテリセル２０の上部に位置するキャップ組立体２４には、
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２つの端子（正極端子２１と負極端子２２）が一定間隔を維持した状態で突出している。
ここで、正極端子２１と負極端子２２は、それぞれ外周面にねじ山が形成されたボルトの
形態となる。
【００３６】
　そして、バッテリセル２０の正極端子２１と負極端子２２は、キャップ組立体２４の上
面の両端でそれぞれ同じ間隔で離隔することができる。これにより、いずれか１つのバッ
テリセル２０ａの負極端子２２ａは、それに隣接する他のバッテリセル２０ｂの正極端子
２１ｂと複数のバッテリセル２０の配列方向に対して斜めに配置できる。例えば、各バッ
テリセルは、電極端子を含み、前記電極端子は、隣接する電極端子とバスバーを介して電
気的に接続され、前記バスバーは、前記第１方向に対して一定角度で傾斜して延びる。こ
のとき、前記角度は、約３０度から約６０度である。
【００３７】
　ここで、いずれか１つのバッテリセル２０ａの電極端子２１ａ、２２ａは、それに隣接
する他のバッテリセル２０ｂの電極端子２２ｂ、２１ｂとそれぞれ斜めに配置できれば、
キャップ組立体２４の両端でバッテリモジュール２００の中心に向かってそれぞれ同じ間
隔で離隔しなくてもよいことは勿論である。
【００３８】
　また、いずれか１つのバッテリセル２０ａの正極端子２１ａおよび負極端子２２ａは、
隣接する他のバッテリセル２０ｂの正極端子２１ｂおよび負極端子２２ｂとずれるか、交
互するように交差配列できる。これにより、バッテリモジュール２００は、バッテリセル
２０の上面中央を基準として両方にそれぞれ正極端子２１と負極端子２２とが交互に繰り
返し配列される。そして、複数のバッテリセル２０は、第２方向にずれて配置されている
ため、複数のバッテリセル２０各々の側面には空間部が形成される。このような空間部に
は、スペーサ５０が位置する。したがって、バッテリモジュール２００は、ずれて配置さ
れた形状またはジグザグ形状の配列が崩れなくて済む。例えば、前記交互にオフセットさ
れたバッテリセル２０は、前記隣接するバッテリセル２０の間に規則的に離隔した空間部
を形成することができる。
【００３９】
　これにより、いずれか１つのバッテリセル２０ａの負極端子２２ａは、隣接する他のバ
ッテリセル２０ｂの正極端子２１ｂと複数のバッテリセル２０の配列方向に対して斜めに
配置できる。このように隣接するバッテリセル２０ａ、２０ｂの正極端子２１ｂおよび負
極端子２２ａには、バスバー２５ａが複数のバッテリセル２０の配列方向に対して斜めに
締結され、バッテリセル２０ａ、２０ｂを電気的に接続させる。
【００４０】
　ここで、正極端子２１ｂおよび負極端子２２ａは、雄ねじの形態でキャップ組立体２４
の外側に突出し、ナット２７が正極端子２１ｂおよび負極端子２２ａのそれぞれに締結さ
れて締められることにより、キャップ組立体２４上に組立固定される。そして、バスバー
２５ａは、隣接するバッテリセル２０ａ、２０ｂの正極端子２１ｂおよび負極端子２２ａ
に挿入され、ナット２７上に載置される。この状態で、バスバー２５ａを貫通して突出し
た正極端子２１ｂおよび負極端子２２ａにそれぞれナット２６を締結して締めることによ
り、バスバー２５ａが固定される。
【００４１】
　前記のように隣接するバッテリセル２０ａ、２０ｂをバスバー２５ａによって接続し、
他のバスバー２５ｂを用いて、他のバッテリセル２０ｂと隣接するさらに他のバッテリセ
ル２０ｃとを接続する。すなわち、他のバッテリセル２０ｂの負極端子２２ｂと、さらに
他のバッテリセル２０ｃの正極端子２１ｃにバスバー２５ｂが挿入される。そして、バス
バー２５ｂを貫通して突出した正極端子２１ｃおよび負極端子２２ｂにそれぞれナット２
６を締結して締めることにより、バスバー２５ｂが固定される。
【００４２】
　このように、各バッテリセル２０の正極端子２１および負極端子２２は、バスバー２５
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を介して互いに電気的に接続できる。すなわち、いずれか１つのバッテリセル２０ａの負
極端子２２ａと隣接する他のバッテリセル２０ｂの正極端子２１ｂとをバスバー２５ａで
接続する。そして、このバッテリセル２０ｂの負極端子２２ｂを隣接するさらに他のバッ
テリセル２０ｃの正極端子２１ｃに他のバスバー２５ｂで接続する構造からなる。このよ
うなバッテリセル２０の直列接続は、１つのバッテリモジュール２００において、複数の
バッテリセル２０と複数のバスバー２５を用いて繰り返される構造を形成する。
【００４３】
　以下では、バッテリモジュール２００のハウジング２１０、２２０、２３０、２４０に
ついて詳細に説明する。
【００４４】
　ハウジング２１０、２２０、２３０、２４０は、バッテリセル２０の外側に配置された
一対のエンドプレート２１０、２２０と、一対のエンドプレート２１０、２２０を連結す
る連結部材２３０、２４０とからなり得る。
【００４５】
　このとき、複数のバッテリセル２０は、一対のエンドプレート２１０、２２０と、連結
部材２３０、２４０とによって区画された空間中に第１方向に配列されて具備できる。ま
た、複数のバッテリセル２０は、広い面が第１方向に垂直な第２方向にずれて配置される
。これにより、いずれか１つのバッテリセル２０ａの負極端子２２ａおよびそれに隣接す
る他のバッテリセル２０ｂの正極端子２１ｂは、複数のバッテリセル２０の第１方向に対
して斜めに締結されたバスバー２５ａを介して電気的に接続できる。バスバー２５ａには
、正極端子２１ｂおよび負極端子２２ａが貫通可能なホールが備えられており、電極端子
２１ｂ、２２ａが貫通して接続されたバスバー２５ａは、ナット２６などの部材によって
固定できる。
【００４６】
　また、連結部材２３０、２４０は、バッテリセル２０の両側面を支持するサイドブラケ
ット２３０およびバッテリセル２０の底面を支持するボトムブラケット２４０を含むこと
ができる。各々のブラケット２３０、２４０は、バッテリモジュール２００各々の両側端
でエンドプレート２１０、２２０にそれぞれ締結される。このとき、一対のエンドプレー
ト２１０、２２０と、サイドブラケット２３０およびボトムブラケット２４０とは、ボル
ト－ナットなどの部材によって締結できる。
【００４７】
　一対のエンドプレート２１０、２２０は、それぞれ最外角のバッテリセル２０と面接触
するようにし、複数のバッテリセル２０を内側に加圧する。このとき、一対のエンドプレ
ート２１０、２２０、サイドブラケット２３０およびボトムブラケット２４０によって支
持される複数のバッテリセル２０は、正極端子２１および負極端子２２が互いに交互に位
置し、直列に接続できる。
【００４８】
　このようなハウジング２１０、２２０、２３０、２４０は、複数のバッテリセル２０を
安定して固定することができる。したがって、ハウジング２１０、２２０、２３０、２４
０は、本実施形態の形態に制限されず、多様に変形して実施することができる。また、バ
ッテリセル２０の接続構造および個数は、バッテリモジュール２００の設計に応じて多様
に変形可能である。
【００４９】
　このように、第１方向に積層された複数のバッテリセル２０を、前記第１方向に垂直な
第２方向にずらして配置し、空間部にスペーサ５０を形成することにより、隣接するバッ
テリセル２０の正極端子２１と負極端子２２との間の間隔を拡大させることができる。例
えば、少なくとも１つのスペーサ５０がバッテリセル２０間の少なくとも１つの空間部に
配置できる。また、少なくとも１つのスペーサ５０は、バッテリセル２０間の空間部の大
きさと形に対応する形状を有する。これにより、正極端子２１と負極端子２２にバスバー
２５を締結する際に用いられる工具または部品が、隣接する正極端子２１または負極端子
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２２と接触してショートが発生することを防止することができる。
【００５０】
　しかも、バッテリセル２０間の安全距離の確保が不必要になることにより、バッテリセ
ル２０間の間隔を縮小させることができることにより、バッテリモジュール２００の大き
さをより薄く形成することができる。
【００５１】
　また、バスバー２５が締結される正極端子２１と負極端子２２との間の距離が拡大する
ことにより、バスバー２５で発生する熱をバスバー２５の下部の空間に容易に排出または
分散することができる。さらに、バスバー２５が一方向に締結されるため、正極端子２１
と負極端子２２にバスバー２５を締結する時のずれを低減することができ、作業効率を向
上することができる。
【００５２】
　図４は、図２のバッテリモジュールを上部から眺めた平面図である。
【００５３】
　図４を参照すると、複数のバッテリセル２０は、第１方向に配列されるが、前記第１方
向に垂直な第２方向にずれて配置される。前記第１方向からみると、これはジグザグ形状
となり得る。そして、複数のバッテリセル２０各々の側面に形成された空間部にスペーサ
５０を形成することにより、複数のバッテリセル２０が第１方向にジグザグ、または第２
方向にずれて配置された形状を維持することができる。
【００５４】
　これにより、いずれか１つのバッテリセル２０ａの負極端子２２ａは、それに隣接する
他のバッテリセル２０ｂの正極端子２１ｂと複数のバッテリセル２０の配列方向に対して
斜めに配置できる。したがって、バスバー２５ａも、複数のバッテリセル２０が配列され
た方向に対して斜めに配置される。すなわち、バスバー２５ａは、第１方向に対して傾斜
した方向に延びることができ、前記傾斜した角度は、約３０度から６０度の範囲である。
【００５５】
　図５は、本発明の第２実施形態にかかるバッテリモジュールの斜視図であり、図６は、
本発明の第２実施形態にかかるバッテリモジュールの分解斜視図であり、第１実施形態と
同一の構成要素に関する説明は省略する。
【００５６】
　図５および図６を参照すると、本発明の第２実施形態にかかるバッテリモジュール３０
０は、複数のバッテリセル３０と、複数のバッテリセル３０を電気的に接続するバスバー
３５と、これらを収容するハウジング３１０、３２０、３３０、３４０と、スペーサ６０
とを含む。
【００５７】
　前述したように、ハウジング３１０、３２０、３３０、３４０は、複数のバッテリセル
３０を安定して固定するために形成されるもので、前記ハウジング３１０、３２０、３３
０、３４０は、バッテリセル３０の外側に配置された一対のエンドプレート３１０、３２
０と、一対のエンドプレート３１０、３２０を連結する連結部材３３０、３４０とを含む
ことができる。そして、連結部材３３０、３４０は、バッテリセル３０の両側面を支持す
るサイドブラケット３３０およびバッテリセル３０の底面を支持するボトムブラケット３
４０を含むことができる。
【００５８】
　このような構成を有するハウジング３１０、３２０、３３０、３４０のうち、サイドブ
ラケット３３０は、スペーサ６０と一体型に形成できる。これにより、ジグザグ状に配列
された複数のバッテリセル３０は、サイドブラケット３３０と一体に形成されたスペーサ
６０によってその形態を維持することができる。したがって、隣接するバッテリセル３０
ａ、３０ｂの負極端子３２ａと正極端子３１ｂは、複数のバッテリセル３０の配列方向に
対して斜めに配置できる。すなわち、バスバー３５ａが複数のバッテリセル３０の配列方
向である第１方向に対して斜め、すなわち、一定の角度を有して傾斜して配置できる。
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【００５９】
　このように、スペーサ６０がサイドブラケット３３０と一体に形成されることにより、
複数のバッテリセル３０の配列が初期に一部崩れても、サイドブラケット３３０を締結す
ると同時に、複数のバッテリセル３０が正確な位置に配列できる。
【００６０】
　図７は、本発明の第３実施形態にかかるバッテリモジュールの斜視図であり、図８は、
本発明の第３実施形態にかかるバッテリモジュールの分解斜視図であり、第１実施形態と
同一の構成要素に関する説明は省略する。
【００６１】
　図７および図８を参照すると、本発明の第３実施形態にかかるバッテリモジュール４０
０は、複数のバッテリセル４０と、複数のバッテリセル４０を電気的に接続させるバスバ
ー４５と、これらを収容するハウジング４１０とを含む。
【００６２】
　ここで、ハウジング４１０は、ジグザグ状に配列された複数のバッテリセル４０を収容
可能となるように、ハウジングの内側面に突出部７０ａおよび挿入部７０ｂを含むことが
できる。このとき、対向する内側面各々の突出部７０ａおよび挿入部７０ｂは互いに逆と
なるように形成できる。すなわち、１つの内側面に突出部７０ａが形成されると、それと
対向する他の内側面には挿入部７０ｂが形成できる。そして、１つの内側面には、突出部
７０ａと挿入部７０ｂとが交互に形成できる。
【００６３】
　このようなハウジング４１０の内部構造により、複数のバッテリセル４０を積層方向に
垂直な方向にずれて配置されるようにする。このようなハウジング４１０によれば、第１
実施形態または第２実施形態のスペーサ５０、６０が必要でないことから、より容易に複
数のバッテリセル４０を第１方向からみたときにジグザグ形状、または第２方向からみた
ときにずれて配置された形状に配列することができる。
【００６４】
　これにより、いずれか１つのバッテリセル４０ａの負極端子４２ａは、隣接する他のバ
ッテリセル４０ｂの正極端子４１ｂと複数のバッテリセル４０の配列方向に対して斜めに
配置できる。これにより、バスバー４５ａも、複数のバッテリセル４０の配列方向に対し
て斜めに配置できる。
【００６５】
　本発明の技術思想は、上記の好ましい実施形態により具体的に記述されたが、上記の実
施形態は、それを説明するためのものであって、それを制限するためのものではないこと
に留意しなければならない。また、本発明の技術分野における通常の知識を有する者であ
れば、本発明の技術思想の範囲内で多様な変形例が可能であることを理解することができ
る。
【００６６】
　上述した発明に対する権利範囲は、以下の特許請求の範囲により定められるものであっ
て、明細書本文の記載に拘束されず、請求の範囲と均等の範囲に属する変形と変更は、す
べて本発明の範囲に属する。
【符号の説明】
【００６７】
　１０、２０、３０、４０：バッテリセル
　１５、２５、３５、４５：バスバー
　５０、６０：スペーサ
　１００、２００、３００、４００：バッテリモジュール
　２１０、２２０、２３０、２４０、３１０、３２０、３３０、３４０、４１０：ハウジ
ング
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